
 天文月報　2026年 1月32

第4回：「高専教員座談会～高専教員の 
仕事について知ろう！～」実施報告
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日本天文学会キャリア支援委員会では，2025年5月15日にオンライン座談会「高専教員座談会
～高専教員の仕事について知ろう！～」を実施した．近年，高等専門学校教員における天文関係者
の人数が増加しており，高等専門学校教員は天文学研究者にとってキャリアの選択肢の1つとなっ
ている．そこで，天文学研究者でもある高等専門学校教員を3名お招きし，その教育，学生指導，
研究環境についてお話しいただいた．若手研究者や博士後期課程の学生を中心に，今後のキャリア
を検討するうえで参考になる点が多くあったので，本稿にてその内容を報告する．なお，本稿では
当事者の視点から報告されることが望ましいと考えて，座談会に参加されていた東京大学の佐藤大
仁さんに記事執筆をお願いした．（キャリア支援委員会）

は じ め に

日本天文学会キャリア支援委員会では，キャリ
アに関するオンライン談話会「キャリアカフェ」を
年に数回実施している．先日，天文コミュニティー
における，高等専門学校（以下，高専）教員の仕
事の認知度を上げ，参加者のキャリアの参考とな
ることを目的に「高専教員座談会～高専教員の仕
事について知ろう！～」が開催された．天文学研
究者でもある高専教員の方々から研究，教育，学
生指導と，多岐にわたるお話があり，私自身も含
め，若手研究者が将来を検討する上で大いに参考
になる内容であったため，その内容を報告する．

1. 座談会の概要
今回の座談会は，2025年5月15日（木）16:30‒

18:00にZoomミーティングを用いたオンライン
形式で開催され，若手研究者，博士後期課程の学
生を中心に合計68名が参加した．

最初にキャリア支援委員でもある川勝望さん
（呉高専自然科学系分野教授）から趣旨説明があ
り，続いて第一部として，小林正和さん（呉高専
自然科学系分野准教授）から「高専での教育につ
いて」，高橋労太さん（苫小牧高専創造工学科教
授）から「高専での研究について」，谷川享行さ
ん（一関高専総合科学自然科学領域教授）から
「高専での学生指導について」，というテーマでそ
れぞれ紹介（各，講演15分＋質問5分）が行われ
た．その後，第2部として，登壇者3名に対する
質疑応答を中心とした交流会（30分）が行われた．
以下に講演と質疑応答の内容を報告する．

2. 高専での教育について（呉高専・
小林正和さん）

2.1 高専とは
高専とは，技術者を目指すための5年制の早期
専門教育機関であり，高校1年生から大学2年生
に該当する学生が在籍する．日本独自の教育機関
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であり，中学卒業後の早い段階から，実習等の実
践的な学びを通し，大学と同程度以上の知識・技
術を身に着け，大学より2年早く社会に出られる
カリキュラムとなっている．座談会開催時点で，
日本国内に，国立高専（51校55キャンパス），公
立高専（3校，2028年4月に1校開校），私立高専
（4校）がある．最近では，海外高専（5校，2025
年9月に1校開校）ができてきており，世界的に
も注目され始めているプログラムである（図1）．
中学卒業後に入学する学生が多数を占めてお

り，中学校卒業生のうち約1％が高専に入学して
いる．これに加え，少数ながら，普通高校卒業
後，4年次に編入している学生もいる（若干名／
年／校）．主な卒業後の進路は，就職，大学3年
次編入学，高専専攻科進学の3つとなっており，
最も多いのが就職（5‒7割）だが，最近では大学
や高専専攻科に進学する学生も増えてきている
（約4割程度）．

2.2 高専での教育について
教育カリキュラムについては，通常，高校では

3年間一般科目を学び，大学入学後に専門科目が
徐々に増えていくのに対して，高専では1年生か

ら専門科目があり，学年が上がるに連れその割合
が徐々に増えていく．1クラス40人という少人数
制で，教授・准教授といった教育スタッフからき
め細やかな指導を得られるのが特徴である．
専門科目は各専門学科教員による授業，演習，

実験実習であり，学科ごとに異なる科目が提供さ
れる．各科目，研究分野の近い教員が担当する．
1教員当たり5コマ程度／半期の授業を担当して
いるが，5種類の授業を担当するため，着任当初
は授業の準備が忙しくなる．一方で，授業資料を
一度作り上げると，徐々に負担は軽くなっていく
傾向がある．
一般科目は一般科目教員による授業となってお
り，概ね全学科で共通の科目を行う．1教員当た
り5‒6コマ／半期であるが，1‒2種類の授業を複
数の学科で行う形となる．そのため，専門科目教
員に比べ，授業準備の負担は少ないが，試験の際
には，200人程度の採点を行うため忙しくなる傾
向がある．
呉高専の場合，物理については，1‒3年前期は

高校物理を学び，3年後期には微分積分を用いた
質点力学，剛体力学を学ぶ．数学については，

図1　全国（+海外）の高専（小林さん講演資料より）．

△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼シリーズ：アカデミアの外を知る



 天文月報　2026年 1月34

1‒2年は高校数学と線形代数を学び，3年次に偏
微分，重積分，微分方程式を学ぶ．いずれも，
3年次までに，通常であれば大学入学後に学ぶ内
容にまで踏み込んでいるのが特徴である．
これらに加えて，独自の取り組みを行う高専も
ある．呉高専では，インキュベーションワークと
いう，学生が興味ごとに集まり，自らテーマを決
めて取り組む授業を行っている．国際交流教育に
も取り組んでおり，2024年度は49名が夏休みや
春休みに海外渡航しており，官民協働で日本の学
生の海外経験を後押しするトビタテ！留学ジャパ
ンプログラムへの応募支援も行っている．キャリ
ア教育においても，5年間かけ，仕事探し，自己
分析，キャリアの計画，インターンシップを経て，
進路の決定にまでつながるよう支援を行っている．
2.3 おわりに（高専教員公募に応募予定の方へ）
高専教員の公募情報は，高専機構の求人サイト
に網羅的に掲載されている．専門によって，一般
科目教員（物理，数学，化学），専門教員（情報
系）が応募可能と考えられる．呉高専の数学・物
理の一般科目教員の場合，約10倍程度の倍率で
ある．書類審査では，研究実績に加えて，教育へ
の抱負が特に重要視されている．ウェブサイトな
どからその高専で力を入れている教育を調べ，自
分がどう貢献できるのかを，これまでの実績・経
験に絡めて具体的に書くことが重要となる．ま
た，申請書作成の際は，大抵の場合，天文分野外
の教員が審査することを念頭に置くとよい．

3. 高専での研究について（苫小牧高
専・高橋労太さん）

3.1 高専における研究
高専は教育機関というイメージが強いかもしれ
ないが，高専機構としては，研究も高専教員の重
要な仕事の1つとして位置付けている．高専での
研究に関するデータは，高専機構のウェブサイト
で提供されている．これによると，高専が獲得し
ている外部資金は，共同研究や受託研究の比重が

大きい．これは，工学系の研究者が多いことに起
因している．全国の国立高専で獲得している科研
費は，2019‒2023年度では約900‒1000件／年で
推移しており，全国の国立高専の教員数が3426
名（2024年度）であるため，単純に考えると約
25‒30％の教員が科研費を獲得していることにな
る（図2）．これは，科研費の採択率（約30％）と
同程度である．科研費採択のための情報提供やセ
ミナー，申請書の査読制度もあり，外部資金の獲
得のためのサポートも充実している．
研究テーマに関しては，応用研究や地域・産業
と直結するテーマが中心となっており，基礎研究
をやっている教員は少数派である．
研究環境について，計算機は，教育用にAI用
のGPU計算環境がある場合もあるが，おそらく
少数派と考えられる．論文の出版費用の支援があ
る高専もあるが，こちらもおそらく少数派と考え
られる．宇宙関係のジャーナルを購読している高
専はほとんどないと考えられる．
3.2 高専における研究者としての働き方
研究者としての高専の魅力は，安定した生活を
持ちつつ（細々だが）研究を継続できること，科
研費に応募できること，任期がないため長期的な
研究テーマに取り組めること，研究プレッシャー
がほとんどないこと（そもそも研究していない教
員も一定数いる），若くても個室を与えられるこ
と（ただし，国立高専の場合），教育・研究の両
方に関われることがあげられる．
一方，課題は，教育と研究の両立が難しいこと，
研究時間が限られること，設備・研究費が限られ
ること，研究するモチベーションの維持に工夫が
必要なこと，文献・書籍へのアクセスが容易でな
いことがあげられる．（高橋さん自身は，）研究テー
マを3つくらい持っており，各テーマごとに毎月関
係者とのオンライン会議を設け，議論する機会を
確保することで，研究を進めるようにしている．
また，人によって魅力か課題か分かれる点とし
て，科研費実績がなくても採用される場合がある
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こと，論文が少なくても採用される場合があるこ
と，論文が少なくても教授になれる場合があるこ
と，所在地が都市圏でないことなどがあげられた．

4. 高専での学生指導について（一関
高専・谷川享行さん）

4.1 学生指導について
クラス担任については，一関高専の場合，全教
員の1/3強が正担任を担当している．着任1年目
に正担任になることはなく，着任2年目からの担
当となる．定例業務としては，毎週，ホームルー
ム（1コマ），ショートホームルーム（5‒10分程
度）を行うこと，毎日，出席確認，学級日誌の確
認を行うこと，年2回，保護者面談を行うことな
どがあげられる．これに加えて，体育祭や文化祭
の時には，その監督業務があるが，通常，教員は
学生が主体的に取り組むのを見守るという位置づ
けである．高学年の担任（専門教員が担当）は，

進路指導も行う．
部活動については，一関高専の場合，28の部活

を82人の顧問が担当している．代表顧問は1つの
部活を担当し，それ以外は複数の部活の顧問を併
任する．最も大事な業務は安全管理であり，怪我
などがあった場合に迅速な対応を行う．具体的に
は，練習の際には，顧問が誰かしら学校にいるよ

図3　宿直室（谷川さん講演資料より）．

図2 国立高専の科研費獲得金額の推移（高橋さん講演資料より，出典：独立法人 国立高等専門学校機構概要（令和
6年度）19 ページ）．
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うにし，何かあった際に対応できるようにしてお
くことが必要となる．技術的な指導は求められず，
練習の間ずっと監督している必要はない．また，
大会やコンテストの際には引率を行う．高校の枠
組みで開催される大会は，通常県内開催であり，
日帰りとなる．一方で，高専という枠組みで開催
される大会・コンテストは，通常遠隔地での開催
となるため，宿泊を伴う場合が多い．これらに加
えて，部活動に関する事務業務として，大会出場
の申し込み，他校の顧問や地域の協議会との連絡
（大会時の審判の依頼など）を行う．
次に寮務を紹介する．高専は通常1都道府県に

1校程度となっており，広域から学生が集まるた
め，寮が必須となっている．高専の寮は教育寮と
いう位置づけであり，教員の関与がありつつも，
自治も行うというもので，通常の自治寮とも民間
のアパートとも異なる．寮の規模は，一関高専の
場合は約300人の寮生がおり，高専によって約
100‒500人程度の規模となる．
宿直業務については，高専機構の方針の下，全
国の高専で外部委託が進んでいる．一関高専で
は，土曜日が外部委託，他の曜日はスタッフで対
応となっている．宿直業務の定例業務として，朝
7時，夜9時に点呼を行うことがある．一関高専
の場合は，全員の顔を見て点呼することはしてお
らず，学生たち自身がブロックごとに点呼を行
い，電子的に報告したものを確認することになっ
ている．念のため，ランダムに1ブロックだけ直
接確認しているが，9月からは電子的な顔認証シ
ステムを用いた点呼に変更される予定である．点
呼の後，通常22‒7時に宿直室（図3）で睡眠をと
る．土日の昼間に寮事務室で待機する日直業務も
あるが，一関高専では外部委託が進んでいる．体
調不良の学生がいた際には，保護者に迎えの依頼
を連絡したり，深刻な場合は救急車で付き添うこ
ともある．
そのほかに，寮務委員になった場合には，ルール

を守らない学生の指導や，寮での行事の付き添い

を行う．行事は，学生が主体的に企画し実施する
ため，スタッフは基本的に安全管理や監督を行う．
4.2 お伝えしたいこと
着任前は，授業が多いこと，高専という組織を

知らないこと，若い学生たちとの関係の構築など
へ不安があった．授業は多かったが，一関高専は
組織が小さく風通しはよかった．また，学生と関
わるのは想像していた以上に楽しかった．特に理
科系の学校ということもあり，学生の物理・数学
へのモチベーションが高く，教える楽しさがある．
天文・宇宙系の研究者は，内発的な自分の興味
をもとに，主体的に活力を持って行動できる良質
な人材が多いと感じている．一方で，選考では，
教育に対する熱意は必須で，面接では模擬授業を
行うことになる．体感的な採用倍率は，情報系：
0‒2，電気系： 0‒2，化学系： 1‒5，物理・数学：
10‒50倍程度である．例えば，情報系の場合で
も，理論計算など関係する研究経験があり能力が
ある場合などは，十分に採用される可能性がある
ので，ぜひ検討してほしい．

5. 交 流 会
参加者から「高専ごとに風土や人間関係は違う

と話があったが，それはどう知ることができる
か？」と質問があり，講演者らから「呉高専，苫
小牧高専，一関高専では，人間関係や風土はよい．
天文関係者は，少数派なものの学務等への姿勢は
評価されていると感じており，肩身の狭い思いをす
ることはあまりないと思われる」と回答があった．
また，「研究は細々とのことだが，研究出張は
行けるのか？」との質問があり，「補講日に授業を
回せば行ける．補講日がない場合は，放課後に授
業する形などが取れると思われる．ただし，例え
ば1学期中に合計2週間出張に行くと，授業のス
ケジュールが厳しくなる．年会など長期休暇と重
なっている場合は出張しやすい」と回答があった．
「高専教員は研究時間が限られるが，だからこ
そ研究の進め方が変わることはあるか？」との質
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問に対しては「テーマ選びが変わる．研究時間が
大事になるテーマは他の研究者に任せ，異なる研
究テーマに取り組むようになった．また，ポスド
クの時は，成果や任期のプレッシャーがあり，研
究をあるところで区切りにして論文化することも
あったが，今は最後までやり切って論文化するこ
とができる」との回答があった．

6. お わ り に

これまで高専教員というキャリアの存在は認識
していたものの，具体的な業務や研究環境を知る
機会は限られており，十分に理解できていなかっ
た．今回，高専の概要から具体的な業務内容，研
究環境に至るまで，幅広く生の声を伺うことがで
き，今後のキャリアを考えるうえで大きな参考と
なった．印象的だったのは，講演者の皆様が高専
での教育や業務について，とても前向きに，楽し
そうに語っていた点である．これまで，授業や学
務は義務的な側面が強く，負担と感じる場合も少
なくないのではないかと想像していたが，実際に
は教育や学生指導に充実感を見出しながら積極的
に取り組まれている姿を伺い，その印象が大きく
変わった．
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�e Report on the Online Panel Discus-
sion, “Careers in KOSEN̶Let’s Learn 
About the Work of KOSEN Faculties!”
Masato Sato
Graduate School of Arts & Sciences, The 
University of Tokyo, 3‒8‒1 Komaba, Meguro, 
Tokyo 153‒8902, Japan

Abstract: �e ASJ Career Support Committee orga-
nized an online panel discussion “Careers in KOSEN̶ 
Let’s Learn About the Work of KOSEN Faculties!”, on 
May 15, 2025. In this decade, the number of astrono-
mers in National Institutes of Technology（KOSEN）
has been increasing, and a KOSEN faculty position 
has become one of the career options for early-career 
astronomers. In this event, invited three KOSEN facul-
ties working on astronomy gave a talk on the work 
and career in KOSEN. In this article, we report on the 
content of the event. To ensure the report re�ects the 
perspective of those directly involved, we asked M. 
Sato from the University of Tokyo, who joined the 
round-table, to write this article.
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